
 

 

 

 

 

 

～シニアクラブ菊川～ 

《慨況》 

○シニア向け講演会 

  人数制限をし、会員を対象とした「骨の健康講座」についての講演会を実施。 

  日 時：令和 3年 11月 17日(水) 14：00～15：30 

  会 場：中央公民館 多目的ホール 

  参加者：40名 

  講 師：雪印ビーンスターク株式会社 

      栄養士 望月 美由紀 氏、松野 氏、渡邊 氏 

  内 容：講演「強い骨でいつまでもハツラツと」 

      骨のウェーブ測定 

 

〇「出張スマホ教室」の開催 

 人数制限をし、希望者に実施。 

  日 時：令和 3年 12月 9日（木）13：30～15：30 

  会 場：嶺田地区コミュニティーセンター 研修室 

  参加者： 5名 

  講 師：ドコモショップ菊川 

       田中 店長、渋谷 氏 

  内 容：「スマートフォンを触ってみよう」 

 

《成果》 

・ シニア向け講演会では、高齢になると、骨折が原因で生活の質を低下させることから、

雪印ビーンスターク株式会社の栄養士望月氏を講師に招き、自身のカルシウムチェック

や。骨ウェーブ測定により、骨密度を知り「骨を守る三原則」について学んだ。 

食事、運動（骨に負荷をかける）、日光浴、骨の健康に重要な栄養をしっかり摂取するこ

とが大切であり、摂取したカルシウムを定着させることが最も重要だと学ぶことができ

ました。 

 

・出張スマホ教室では、「スマートフォンを触ってみよう」という体験編でドコモショップ

菊川店の田中さん、渋谷さんを講師に招きスマートフォンの基本操作を学び、地図上で実

際の写真の見方についても学びました。 

シニアクラブ菊川 

○総人口  48,066人  ○65歳以上人口 13,148人  ○高齢化率 27.4％ 

○シニアクラブ会員数  230人        ○シニアクラブ加入率 1.7％ 

 



 どちらも日常生活において欠かせない内容の講話、体験でした。 

 また、「コロナ禍でも負けない健康づくり」と題したチラシを配ることで、人とつながり、

会員同士の交流を図ることができました。 

 このような取り組みは、コロナ禍において、健康寿命を延ばし、人とつながることの大切

さを知る取り組みだと感じました。 

 

《今後の方針》 

 

・今年度も昨年に引き続き、コロナ禍が長期化したため、事業開催には、時々の感染状況を

確認しながら、開催できるかできないか不安に思いながら準備をしました。 

 開催時には、感染防止対策として人数制限、消毒、検温、健康チェックシート記入等様々

な対策を採っての実施となりました。 

 しかしながら、計画していた事業の多くが中止となり、実施できた事業は多くありません

でした。 

 コロナ禍が収束するのが一番ですが、今後、感染防止対策を採りながら介護予防教室、健

康ウオーキング、健康講座等、高齢者が健康で活動的な生活を送ることができる良いうな

取り組みを図っていきます。 

 また、高齢者相互の支え合い、高齢者や高齢者世帯が安心して暮らせる取り組みに努めて

いきたいと思います。 

 そして、自ら健康であり続けるためにも、常日頃から感染予防対策を実施し、生き生きと

暮らせる地域づくりに努めます。 

 

【活動の様子】 
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スマホ教室テキスト 

 

 

 



講話の様子 

  

スマホ教室の様子 

 
クラブに貸し出しているキット 

                       

   



会員にお配りしたチラシ 

 


